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途上国との効果的な国際遠隔講義の実施方法 

 

本調査研究の目的は、遠隔教育を通じて各種試行実験を行い、コスト・パフォーマンス

の良好な遠隔講義システムを調査・研究をすることにある。特に、（ア）これまでに把

握されている ISDN やインターネットを用いた国際遠隔講義での映像や音質の一定品質

や安定性の確保、Polycom と Tandberg といった市販されている異種機種間で相互接続

の可能性、安定的な国際通信回線の確保といった技術面での研究、（イ）効果的な教育

方法やコンテンツの作成方法、これ当初の調査研究の目的として、１５回の講義配信を

行った。今回は（ア）については、NTT コミュニケーションが開発した Cyber Conference 

System（以下、CCS）用いた。従って、本研究で技術に関して行ったことは、CCS シス

テムの評価実験であった。今回は、ブロードバンドの国際学術回線を用い、映像・音声

など遠隔講義の質の向上に大きく貢献できるはずであった。しかし、SIIT の受講生に

よる評価では、これまで３カ年の HIT プロジェクトとそう大差ない結果に終わった。こ

の理由としては、①タイ国内での回線の容量が小さくブロードバンドの特質が生かせな

かったこと、②CCS については初期のバグが発生したこと、③講義時でのカメラ、マイ

ク等の配置など、新しいシステムと連動しその効果を引き出す方法が確立できなかった

こと、これらが原因と推察される。（イ）については、従来 HIT プロジェクトで行った

ライブで講義送信に加えて、オンデマンド型の講義も「学習支援システムを利用した演

習」として実験した。後者では、二つの講義をサーバーに蓄積し、受講生が随時そのサ

ーバーにアクセスし講義を受講するものである。二つの講義では、PC の画面を通して

受講するものであるから、画面が小さく受講しづらく、対面講義のように緊張が持続し

ない。従って、講義コンテンツの作成では、一つの講義では、１トピックスを１５分程

度に限定し、６つ程度のトピックスが中心にして、簡潔にわかりやすく解説する方法を

とった。 
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